





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































15 島田虔次『朱子学と陽明学』（岩波書店 1985） 3 － 5 頁参照。また体用については同氏「体用の歴史に寄せて」（『中国
思想史の研究』、京都大学学術出版会、2002年）を参照されたい。
16 井上哲次郎編『哲学叢書』第一巻第二集に所収。明治34年、集文閣、362頁
17 「井上哲次郎自伝─学界回顧録─」、シリーズ日本の宗教学 2  『井上哲次郎集』第 8 巻所収、クレス出版、2003年、43頁
18 Vgl. Klaus Held: Treffpunkt Platon - Philosophischer Reiseführer durch die Länder des Mittelmeers, Philipp Reclam 
jun. Stuttgart, 1990, XIX., 邦訳：Ｋ・ヘルト『地中海哲学紀行』（井上克人・國方栄二監訳）、晃洋書房、1998年、下巻、
第 7 章を参照されたい。
19 『思想』第23号「ケーベル先生追悼号」岩波書店、1923年、参照。
20 『ケーベル博士小品集』（深田康算・久保勉 共訳）岩波書店、1939年
21 例えば、小嶋潤『西洋思想史上のキリスト教』刀水書房、1992年、28-29頁参照。
22 三宅雪嶺については、やはり渡部清氏の以下の論文を参照し、多くの示唆を得た。
94  明治期アカデミー哲学とその系譜─本体的一元論と有機体の哲学─
  「三宅雪嶺研究（一）─彼の「哲学」観の変遷を中心に─」（上智大学哲学科『紀要』第26号所載、2001年） 
23 明治文学全集33『三宅雪嶺集』所収、筑摩書房、1967年、198頁
24 同書、245頁
